
様式第３号（第８条関係） 

 

競争入札設計図書等に関する回答書 

令和６年７月２６日  

 福島県相双建設事務所長 栗田 豊己 

 

工事（委託業務）番号 第２４－４１３７０－０１６７号 

工事（委託業務）名 道路橋りょう整備（再復）工事（橋梁上部） 

質   問   事   項 

1．  採用単価表 「番号 64 登録番号 F9004 防草シート設置工」において現場条件はⅠと 

Ⅱのどちらを採用されていますでしょうか。 

2．  金抜き設計書に計上されております「土羽土 F8000」は何の単価を用いているのでし 

ょうか。 

3．  河川の出水期等による施工時期の制約はあるでしょうか。 

4．  工期内の完成が困難と見込まれる場合、工期延長可能でしょうか。 

5．  本工事の現場着手時期の制限はございますでしょうか。ご教示願います。 

6．  河川瀬替工は渇水期内の施工及び使用となるのでしょうか。ご教示願います。 

7．  A1及び A2橋台背面のクレーンヤードは高低差があり、どちらも造成が必要となりま 

すが、変更対象となりますでしょうか。ご教示願います。 

8．  左岸及び右岸の堤防上道路は、施工中も交通を確保する必要がありますでしょうか。 

ご教示願います。 

9．  左岸側堤防上道路が砕石敷きとなっております。舗装版取壊しは、県道接続部のみ実 

施との認識でよろしいでしょうか。ご教示願います。 

10.  左岸側堤防上道路に近接し、河川用と思われる支柱付きカメラがあります。本工事施 

工時には移設等の予定がありますでしょうか。ご教示願います。 

11.  左岸進入路となる箇所に大型土嚢が残置されています。撤去時期についてご教示願い 

ます。 

12.  鋼材・ボルト等の市況による材料入荷遅れを理由とした工期の延期は可能でしょう 

か。ご教示願います。 

13. 成形目地材（5㎜×30㎜）について、採用単価表の該当ページには複数の種類が掲載 

されております。当初想定されている材料の品名、規格をご教示願います。 

 

 

回   答   事   項 

1． 現場条件Ⅱを採用しております。 

2．   土量配分表（１）に流用土として記載しているとおり、０円計上です。 

3．   漁協との調整により河道内での施工可能時期は令和 6年 12月～令和 7年 2月です。 

4．   福島県工事請負契約約款第 22条に基づく協議の対象とします。 

5． ３の回答のとおりです。 

6．   お見込みのとおりです。 

7．  福島県工事請負契約約款第 18条に基づき協議の対象とします。 



8． 作業に必要な時期、区間について通行止めすることを想定しています。 

9． お見込みのとおりです。 

10.   移設予定はありません。 

11.   上部工施工時の河川瀬替工の時期を想定しています。 

12.   福島県工事請負契約約款第 22条に基づき協議の対象とします。 

13.   積算資料 6月号 p.535 アオイ化学工業 ボンドテープ(5 mm×30 mm) で積算しており

ます。 

 

※福島県測量等委託業務条件付一般競争入札試行要領(平成 20 年 3 月 28 日付け 19 財第

7998 号)及び農林水産部又は土木部が所掌する測量等の請負契約に係る指名競争入札事務

処理手順(平成 20年 3月 28日付け 19財第 7986号入札改革グループ参事通知)に基づき使

用する場合は、工事を委託業務に改めること。 


